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元
積

の

「
代
曲
江
老
人
百
韻
」
詩

に
つ
い
て

二

宮

俊

博

唐
の
玄
宗
の
治
世
、
年
號
で
い
え
ば
開
元

(七

一
三
-
七
四

一
)

・
天
寳

(七
四
ニ
ー
七
五
五
)
の
時
代
は
、
唐
代
三
百
年
間
に
於
い
て

も
、
と
り
わ
け
物
力
の
豊
饒
な
、
文
明
の
燗
熟
し
た
時
代
で
あ
り
、
詩
の
歴
史

の
上
か
ら
み
て
も
盛
唐
と
構
せ
ら
れ
、
数
多
く
の
詩
人

達
が
煙
星
の
如
く
輩
出
し
た
黄
金
期
と
し
て
、
後
世
の
人

々
の
羨
墓
の
的
と
な

っ
た
時
代
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
玄
宗
の
榮

華
も
、
天
寳
十
四
載

(七
五
五
)
十

一
月
に
突
如
と
し
て
起

っ
た
安
緑
山
の
學
兵
に
よ
り
、

一
摯
に
壌
え
去
り
、

唐

王
朝
は
こ
こ
に
建

國
以
來
未
曾
有
の
大
混
齪
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
く
。

こ
の
轄
換
期
の
さ
な
か
、
餓
離
の
苦
し
み
を
つ
ぶ
さ
に
嘗
め
た
杜
甫

(七

一
二
ー
七
七
〇
)
は
、
己
が
良
心
に
從

っ
て
誠
實
に
生
き
抜

き
、
攣
轄
た
だ
な
ら
ぬ
時
代
の
謹
言
者
と
し
て
、
痛
ま
し
い
現
實
の
諸
相
を
鏡
く
見
据
え
、
そ
れ
を
後
世

「
詩
史
」
と
樗
さ
れ
る
数
々

の
詩
篇
の
中
に
刻
み
込
ん
で
い
っ
た
。

元
積
の

「代
曲
江
老
人
百
韻
」
詩
に
つ
い
て

(
二
宮
俊
博
)
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中
國
文
學
論
集

第
十

一
號

そ
の

一
方
、
開
元

・
天
寳

の
華
や
か
な
時
代
か
ら
安
史
の
齪
と
そ
れ
に
績
く
混
風
の
時
代

へ
と
急
轄
直
下
せ
る
あ
わ
た
だ
し
い
世
情

の
轄
攣
は
、
玄
宗

・
楊
貴
妃
を
中
心
と
し
て
、
安
緑
山

・
李
林
甫

・
楊
國
忠
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
ひ
と
く
せ
も
ふ
た
く
せ
も
あ
る
人
物
が
ワ

キ
を
固
め
て
登
場
す
る
歴
史

の
ド
ラ
マ
を
形
成
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
玄
宗

・
楊
貴
妃
を
中
心
と
す
る
人

々
の
言
行
、
就
中
、
玄

宗

と
楊
貴
妃
と
の
華
や
か
な

ロ
マ
ン
ス
は
、
早
く
も
次
の
所
謂
中
唐

・
晩
唐

の
時
代
に
は
、
鑑
戒
に
資
す
る
た
め
に
爲
政
者
や
歴
史
家

達

の
分
析
批
剣
の
封
象
と
な
り
、
或
い
は
巷
間
の
興
味
津

欧
た
る
ゴ
シ
ヅ
プ
の
種
を
提
供
し
て
、

い
や
が
上
に
も
詩
人

・
文
人
達
の
創

②

作
意
欲
を
掻
き
立
て
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

か
く
て
、
そ
う
し
た
作
品
の
う
ち
、

憲
宗

の
元
和
元
年

(
八
〇
六
)
に
作
ら
れ
た
白
居
易

(七
七
二
ー
八
四
六
)
の

「
長
恨
歌
」
と
、

元
和
十
三
年

(
八
一
八
)
に
作
ら
れ
た
元
積

(
七
七
九
ー
八
三
一
)
の

「連
昌
宮
詞
」
と
の
雨
者
は
、

こ
の
天
寳
の
時
事

を
歌

っ
た
作
品

の
隻
壁
と
し
て
、
從
來
し
ば
し
ば
併
稔
さ
れ
て
來
た
傑
作
で
あ
る
。
例
え
ば
、
宋

の
洪
遽
が
そ
の

『
容
齋
随
筆
』
巻
十
五
に
お
い
て
、

元
微
之

・
白
居
易
は
唐
の
元
和

・
長
慶
の
間
に
在
り
て
名
を
齊
し
く
す
。

其

の
天
寳
の
時
事
を
賦
詠
せ
る
連

昌
宮
詞

・
長
恨
歌

は
、
皆
な
人

口
に
胸
炎
さ
れ
、
之
を
讃
む
者
を
し
て
情
性
蕩
揺
せ
し
め
、
身
つ
か
ら
其

の
時
に
生
ま
れ
、
親
し
く
其
の
事
を
見
る

が
如
く
し
て
、
殆
ん
ど
未
だ
優
劣
を
以
て
論
ず
る
こ
と
易
か
ら
ざ
る
な
り
。

と
述
べ
て
い
る
こ
と
な
ど
は
、
そ
の
顯
著
な
事
例
で
あ
る
。

但
だ
、
そ
の
場
合
、
白
居
易
の

「
長
恨
歌
」
を
め
ぐ

り
て
は
、
從
來
そ
の
内
容
か
ら
看
て
、
白
居
易
の
制
作
意
圖
ひ
い
て
は
作
品
の

評
償

の
仕
方

に
つ
い
て
、
と
もか
く
議
論
が
喧
し
い
の
に
封
し
て
、
元
積

の

「
連
昌
宮
詞
」
の
場
合
は
、

白
樂
天
は
長
恨
歌
を
作
り
、
元
微
之
は
連
昌
宮
詞
を
作
る
。
皆
な
明
皇
の
時
事
を
紀
す
な
り
。
予
以
爲
ら
く
、
微
之
の
作
は
樂
天
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の
歌
に
過
ぐ
と
。

白
の
歌
は
荒
淫
の
語
に
止
ま
り
、

絡
篇
規
正
す
る
所
無
し
。

元
の
詞
は
、

乃
ち
微
に
し
て
顯
、
其
の
荒
縦
の

意
、
皆
な
考
ふ
べ
し
。
卒
章
乃
ち
箴
誠
を
忘
れ
ず
、
優
と
爲
す
な
り
。

(張
邦
基

『墨
荘
漫
録
』
巻
六
)

と

の
見
解
が
あ
り
、
ま
た
前
述

の

『容
齋
随
筆
』
に
も
、
先
に
引
用
し
た
文
に
引
き
績
き
、

然
れ
ど
も
、
長
恨
歌
は
明
皇
の
貴
妃
を
追
愴
せ
る
始
末
を
述
ぶ
る
に
過
ぎ
ず
、
他
に
激
揚
す
る
無
し
。
蓮
昌
宮
詞
の
監
戒
規
誠
の

意
有
る
に
若
か
ず
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
歴
代
の
批
評
家
達
に
は
、

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
「
連
昌
宮
詞
」
の
方
が
、

白
居
易
の

「
長
恨
歌
」
に

③

比
ぺ
て

一
段
と
誠
諭
性
に
富
む
作
品
と
し
て
評
便
さ
れ
て
來
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
う
し
た

「連
昌
宮
詞
」
評
便
は
、
今
日
に
お
い
て
も
な
お
引
き
績
い
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
周
組

④

談
氏
の
編
著
に
か
か
る

『
晴
唐
五
代
文
學
史
』
で
は
、
「連
昌
宮
詞
」

を
元
積
の
代
表
作
の

一
つ
と
し
て
學
げ
、

そ
の
内
容

・
構
成
に

言

及
し
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

詩
の
中
で
、
元
積
は
連
昌
宮
邊

の
老
翁
を
か
り
て
、
連
昌
宮
の
興
康

の
過
程
を
叙
述
し
、
そ
こ
に
安
史
の
齪
前
後
の
社
會
の
憂
遷

の
情
況
を
映
し
出
し
て
い
る
。
連
昌
宮
の
盛
衰
は
、
大
唐
帝
國
の
盛
衰
の

一
縮
圖
で
あ
り
、
唐
が
隆
盛
し
た
理
由
、
衰
退
し
た
原

因
に
つ
い
て
、
作
者
は
老
翁
の
口
を
籍
り
て
自
己
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
元
積
は
、
唐
が
繁
榮
し
た
理
由
は
、
挑
崇

・
宋
環
が
宰
相
と
な
り
、
政
治
が
正
し
く
行
な
わ
れ
て
天
下
が
大
い
に
治
ま
っ
た
こ
と
に
あ
る
と
し
、
そ
の
衰
退
し
た
原
因
は
、

李
林
甫

.
楊
國
忠
が

「
灌
を
弄
び
」、

そ
の
た
め

「
廟
護
顛
倒
」
し
て
政
治
が
腐
敗
し
た
こ
と
に
よ
る
と
見
倣

し
て
い
る
。

そ
れ

故
、

歴
史
事
件
の
分
析
に
績

い
て
、

詩
人
は
そ
の
當
時
の
爲
政
者
に
樹
し
て
、
「
努
力
し
て
廟
護
兵
を
用
ふ
る
を
休
め
よ
」
と
い

元
頒
の
「
代
曲
江
老
人
百
韻
」
詩
に
つ
い
て

(
二
宮
俊
博
)
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中
國
文
學
論
集

第
十
一
號

う
提
案
を
し
て
い
る
の
だ
。

こ
こ
で
も
、
元
積
の

「
連
昌
宮
詞
」
は
高
く
評
償
さ
れ
、
そ
の
評
債
は
誠
諌
性
に
着
目
し
て
な
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の

「連
昌
宮
詞
」
の
内
容

・
構
成
に
つ
い
て
は
、
陳
寅
格
氏
が
其

の
著

『
元
白
詩
箋
謹
稿
』
に
お
い
て
、
白
居
易
の

「
長
恨
歌
」
や

「
新
樂
府
」
か
ら
の
影
響
を
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
陳
氏
の
所
説
に
擦
れ
ば
、

元
微
之
の

「
連
昌
宮
詞
」
は
、
實
は
深
く
白
樂
天

・
陳
鴻

の

「
長
恨
歌
」
及
び

「
長
恨
歌
傳
」
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、
唐
代
小

説
の
史
才

・
詩
筆

・
議
論
を
融
合
し
て

一
膿
と
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
篇
首
の

一
句
及
び
篇
末

の
結
語

二
句
は
、
主
題
を
提

示
し
、
詩
作
の
意
圖
を
述
べ
、
詩
全
膣
の
議
論
を
総
括
し
て
い
る
。

(
中
略
)
総
じ
て
之
を
言
え
ば
、
「連
昌
宮
詞
」
は
微
之
が
樂

⑤

天
の

「
長
恨
歌
」
の
題
材
を
取
り
、
香
山
の

「
新
樂
府
」
の
ス
タ
イ
ル
に
よ
っ
て
作
り
直
し
た
新
し
い
作
品

で
あ
る
。

と

い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
陳
寅
格
氏
の
こ
の
指
摘
は
、
元
積
に
封
す
る
白
居
易
か
ら
の
影
響
關
係
を
説
く
の
に
急
な
あ

ま
り
、
元
積
自
身
が

本

來
抱
い
て
い
た
開
元

・
天
寳
時
代
に
封
す
る
關
心
の
有
様
に
は
全
く
燭
れ
る
こ
と
な
く
終

っ
て
お
り
、
そ
の
意

味
で
元
積

の
主
髄
性

を

や
や
無
覗
し
た
嫌
い
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
元
積
は
、
既

に
白
居
易
の

「
長
恨
歌
」
や

「
新
樂
府
」
の
制
作
に
先
立

っ
て
、
年
僅
か
に
十
六
歳

の
時
、
い
ち
早
く

「
曲
江
の
老
人
に
代
は
る
百
韻
」
と
い
う
長
篇

の
力
作
を
完
成
し
て
お
り
、
こ
の
詩
は
、
た
し
か
に
表
現
の
流
暢
さ
に
は
訣
け
る
も
の

の
、
曲
江
邊

の
老
人
の
口
を
籍
り
、
開
元

・
天
寳
の
時
代
か
ら
安
史
の
凱
に
至
る
経
緯
と
そ
の
後

の
状
況
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
端
正
な

五
言
百
韻
に
ま
と
め
上
げ
た
作
品
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。



二

⑥

元
積

の

「
曲
江
の
老
人
に
代
は
る
百
韻
」
詩
は
、
そ
の
全
文
を
掲
げ
る
と
、
次

の
ご
と
く
で
あ
る
。

1
何
事
花
前
泣

2
曾
逢
奮
日
春

3
先
皇
初
在
鎮

4
賎
子
正
游
秦

5
擾
観
干
曳
後

6
経
丈
禮
樂
辰

7
徽
章
懸
象
魏

8
漉
虎
書
験
騎

9
光
武
休
言
戦

10
唐
尭
念
睦
姻

Ⅱ
琳
瑛
鋪
柱
礎

12
葛
墓
茂
河
浴

13
尚
歯
惇
者
支

何
事
ぞ
花
前
に
泣
く

曾
て
奮
日
の
春
に
逢

へ
ば
な
り

先
皇

初
め
て
鎮
に
在
り

賎
子

正
に
秦
に
游
ぶ

鑑
を
擾
む
干
曳
の
後

文
を
経
と
す
禮
樂
の
辰

徽
章

象
魏
に
懸
り

狼
虎

験
騎

(
殿
)
に
書
か
る

光
武

言
に
戦
ひ
を
休
め

唐
禿

睦
姻
を
念
ふ

琳
瑛

柱
礎
に
鋪
き

葛
菖

河
潜
に
茂
る

歯
を
尚
び
て
老
且
父
に
惇
く

元
積
の
「代
曲
江
老
人
百
韻
」
詩
起
つ
い
て

(
二
宮
俊
博
)
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中
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學
論
集

第
十
一
號

14
捜
材
抜
積
薪

15
袈
王
持
藻
鏡

16
挑
宋
斡
陶
鈎

17
内
史
稽
張
倣

18
蒼
生
借
憲
拘

19
名
卿
唯
講
徳

20
命
士
恥
憂
貧

21
杷
梓
無
遺
用

22
葛
毒
不
忘
詞

23
懸
金
牧
逸
騨

24
鼓
琶
薦
嘉
賓

25
羽
翼
皆
随
鳳

26
圭
璋
肯
雑
現

27
班
行
容
濟
濟

28
文
質
道
彬
彬

29
百
度
依
皇
極

材
を
捜
し
て
積
薪
を
抜
く

袈

(楷
)
王

(戎
)
藻
鏡
を
持
し

挑

(
崇
)
宋

(
環
)
陶
鈎
を
斡
ら
す

内
史
は
張
傲
を
稻
し

蒼
生
は
憲
拘
を
借
る

名
卿

唯
だ
徳
を
講
じ

命
士

貧
を
憂
ふ
る
を
恥
づ

杷
梓
に
遺
用
無
く

葛
雍

に
詞
る
を
忘
れ
ず

金
を
懸
け
て
逸
駿
を
牧
め

琶
を
鼓
し
て
嘉
賓
に
薦
む

羽
翼
皆
な
鳳

に
随
ひ

圭
璋
肯

へ
て
現
を
雑

へ
ん
や

班
行

容
濟
濟
た
り

文
質

道
彬
彬
た
り

舌
日悔灰

白王
廿樫
に
ド依
翫ワ
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30
千
門
關
紫
震

31
措
刑
非
荷
簡

32
稽
古
踏
因
循

33
書
謬
偏
求
伏

鈎
詩
亡
遠
聴
申

茄
雄
推
三
虎
費

36
秀
擢
八
龍
筍

37
海
外
恩
方
沿

6。。。
賓
中
教
不
混

39
儒
林
精
閲
奥

40
流
品
重
清
淳

41
天
浄
三
光
麗

42
時
和
四
序
均

43
卑
官
休
力
役

44
闇
賦
菟
銀
辛

45
蟹
豹
同
車
軌

千
門

紫
震
に
關
く

刑
を
措
く
も
筍
簡
に
非
ず

古
を
稽

へ
て
因
循
を
踏
む

書

の
謬
れ
る
は
偏
く
伏

(生
)
に
求
め

詩
の
亡
べ
る
は
遠
く
申

(
公
)
に
聴
く

雄
に
は
三
虎
の
費
を
推
し

秀
に
は
八
龍
の
筍
を
擢
す

海
外

恩
方
に
沿
く

簑
中

教

へ
混
び
ず

儒
林

閲
奥
に
精
し
く

流
品

清
淳
を
重
ん
ず

天
浄
く
し
て
三
光
麗
し
く

時
和
し
て
四
序
均
し

卑
官

力
役
を
休
め

畿
賦

顛
辛
を
冤
る

蟹
豹

車
軌
を
同
じ
う
し

元
積
の
「
代
曲
江
老
人
百
韻
」
詩
に
つ
い
て

(二
宮
俊
博
)
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中
國
文
學
論
集

第
十
一
號

46
郷
原
壷
里
仁

47
帝
途
高
蕩
蕩

48
風
俗
厚
闇
闇

49
暇
日
耕
癒
足

50
豊
年
雨
露
頻

51
戎
煙
生
不
見

52
村
竪
老
猶
純

53
来
霜
勤
千
畝

54
牲
牢
奉
六
煙

55
南
郊
禮
天
地

56
東
野
關
原
陶

57
校
猟
求
初
吉

駆
先
農
卜
上
寅

59
萬
方
來
合
雑

60
五
色
瑞
輪
困

61
池
魏
呈
朱
雁

郷
原

・盤
く
里
仁
た
り

帝
途

高
き
こ
と
蕩
蕩
た
り

風
俗

厚
き
こ
と
闇
闇
た
り

暇
日

耕
森
足
り

豊
年

雨
露
頻
り
な
り

戎
煙
生
ず
る
こ
と
見
え
ず

村
竪
老
い
て
猶
ほ
純
な
り

来
霜

千
畝
を
勤
め

牲
牢

六
薩
に
奉
ず

南
郊
に
天
地
を
禮
し

東
野
に
原
陶
を
開
く

校
猟
は
初
吉
を
求
め

先
農
は
上
寅
を
ト
す

萬
方
來
り
て
合
雑
し

五
色
瑞
は
輪
困
た
り

池
簗

朱
雁
を
呈
し
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砿
壇
場
得
白
鱗

63
酪
金
光
照
耀

64
彙
壁
線
隣
粉

65
撞
蕩
雲
門
護

66
編
耀
鷺
羽
振

67
集
蜜
撞
玉
磐

68
和
鼓
奏
金
錦

69
建
簾
崇
牙
盛

⑳
街
鐘
獣
目
唄

71
纏
千
形
屹
埣

72
憂
激
背
燐
絢

㎎
文
物
千
官
會

盟
夷
音
九
部
陳

拓
魚
龍
華
外
戯

76
歌
舞
洛
中
嬢

77
佳
節
修
醜
禮

壇
場

白
鱗
を
得

金
を
酪
し
て
光
照
耀
し

壁
を
葵
し
て
繰
隣
粉
た
り

捧
蕩
と
し
て
雲
門
襲
す

編
腰
と
し
て
鷺
羽
振
ふ

集
霊

(
殿
)
に
玉
磐
を
撞
き

鼓
に
和
し
て
金
錬
を
奏
す

簾
を
建
て
て
崇
牙
盛
ん
に

鐘
を
街
み
て
獣
目
唄
る

総
べ
し
干
は
形
屹
埣
た
り

憂
ち
し
激
は
背
隣
陶
た
り

文
物

千
官
會
し

夷
音

九
部
陳
ぶ

魚
龍
は
華
外
の
戯

歌
舞

洛
中
の
娯

佳
節

醜
禮
を
修
め

元
積
の
「代
曲
江
老
人
百
韻
」
詩
に
つ
い
て

(
二
宮
俊
博
)
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中
國
文
學
論
集

第
十
一
號

㎎
非
時
宴
侍
臣

79
梨
園
明
月
夜

80
花
勇
艶
陽
農

81
李
杜
詩
篇
敵

82
蘇
張
筆
力
句

83
樂
章
輕
飽
照

84
碑
板
笑
顔
竣

85
泰
嶽
陪
封
輝

86
溌
陰
頬
鬼
紳

87
星
移
逐
西
顧

88
風
暖
助
東
巡

89
浴
徳
留
湯
谷

90
蒐
吠
過
滑
濱

91
沸
天
雷
股
股

92
匝
地
鍛
鱗
鱗

93
沃
土
心
愈
熾

非
時

侍
臣
宴
す

梨
園

明
月
の
夜

花
專

(櫻
)

艶
陽
の
農

李

(白
)
杜

(甫
)
詩
篇
敵
し

蘇

(題
)
張

(
説
)
筆
力
句
し

樂
章
は
飽
照
を
輕
ん
じ

碑
板
は
顔
竣
を
笑
ふ

泰
嶽

封
輝
に
陪
し

溌
陰

鬼
紳
を
頚
ふ

星
移
り
て
西
顧
を
逐
ひ

風
暖
く
し
て
東
巡
を
助
く

浴
徳

湯
谷
に
留
り

蒐
吠

滑
濱
を
過
る

天
を
沸
し
て
雷
股
股
た
り

地
を
匝
り
て
澱
鱗
鱗
た
り

沃
土

心
愈
い
よ
…熾
ん
に
し
て
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94
豪
家
禮
漸
灌

95
老
農
差
荷
鉢

96
貧
頁
學
垂
紳

97
曲
藝
孚
工
巧

98
雕
機
攣
組
組

99
青
見
蓮
不
解

m
紅
粟
朽
相
因

Ⅲ
山
澤
長
華
貨

魏
梯
航
競
獄
珍

鵬
翠
毛
開
越
嵩

盟
龍
眼
弊
願
閾

鵬
玉
齪
薪
然
蝋

鵬
椒
房
燭
用
銀

斯
銅
山
供
横
賜

期
金
屋
貯
宜
瀕

姻
班
女
恩
移
趙

豪
家

禮
漸
や
く
浬
ぶ

老
農

鍾
を
荷
ふ
を
差
ぢ

貧
質

紳
を
垂
る
る
を
學
ぶ

曲
藝

工
巧
を
孚
ひ

雕
機

組
組
を
攣
ず

青
見
は
連
な
り
て
解
け
ず

紅
粟
は
朽
ち
て
相
因
る

山
澤
長
じ
て
貨
を
撃
く
し

梯
航
競
ひ
て
珍
を
獄
ず

翠
毛
は
越
嵩
を
開
き

龍
眼
は
甑
…閲
を
弊
る

玉
齪

薪
に
蝋
を
然
や
し

椒
房

燭
に
銀
を
用
ふ

銅
山

横
賜
に
供
し

金
屋

宜
瀕
を
貯
ふ

班
女

恩
は
趙
に
移
り

元
積
の
「代
曲
江
老
人
百
韻
」
詩
に
つ
い
て

(
二
宮
俊
博
)
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中
國
文
學
論
集

第
十
一
號

㎜
思
王
賦
感
頚

m
輝
光
随
顧
歩

麗
生
死
屡
揺
屑

柵
世
族
功
劾
久

撫
王
姫
寵
愛
親

鵬
街
衝
蓮
甲
第

描
冠
蓋
擁
朱
輪

m
大
道
垂
珠
箔

m
當
膿
踏
錦
菌

m
軒
車
隆
南
晒

伽
鍾
聲
満
西
郊

Ⅲ
出
入
張
公
子

盟
嬌
奢
石
季
倫

瑠
鶏
場
溜
介
羽

拠
馬
塒
並
揚
塵

伽
朝
袖
誇
狐
腋

思
王

賦
し
て
甑
を
感
ぜ
し
む

輝
光
は
顧
歩
に
随
ひ

生
死
は
揺
唇
に
属
す

世
族
は
功
動
久
し
く

王
姫
は
寵
愛
親
し

街
衝

甲
第
を
連
ね

冠
蓋

朱
輪
を
擁
す

大
道

珠
箔
を
垂
れ

塊
に
當
り
て
錦
菌
を
踏
む

軒
車

南
晒
に
阻
れ

鍾
聲

西
郊
に
浦
つ

出
入
す
る
拡
張
公
子

嬌
奢
た
り
石
季
倫

鶏
場

溜
か
に
羽
を
介
し

馬
堵

並
に
塵
を
揚
ぐ

朝
袖

狐
腋
を
誇
り
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撚
弓
弦
尚
鹿
膿

珈
紫
條
牽
白
犬

撚
繍
聰
被
花
駅

珈
箭
倒
南
山
虎

㎜
鷹
檎
東
郭
娩

搬
翻
身
迎
過
鷹

慨
壁
肘
取
廻
鶉

塒
寛
蓄
朱
公
産

惚
争
藏
邸
氏
婚

鵬
橋
桃
於
馬
驚

搦
椅
頓
数
千
惇

餅
整
圖
多
中
韮

魏
蘂
憐
遠
塵
尊

鵬
萬
銭
縷
下
筋

蜘
五
殴
未
稻
醇

M
曲
水
閑
錆
日

弓
弦

鹿
膿
を
尚
ぶ

紫
條

白
犬
を
牽
き

繍
鱒

花
鵬
に
被
る

箭
は
南
山
の
虎
を
倒
し

鷹
は
東
郭
の
魏
を
檎
…に
す

身
を
翻
し
て
過
薦
を
迎

へ

肘
を
壁
き
て
廻
鶉
を
取
る

尭
に
朱
公
の
産
を
蓄
へ

争

っ
て
邸
氏
の
繕
を
藏
す

橋
桃
の
ご
と
馬
驚
を
誇
り

僑
頓
の
ご
と
千
惇
を
数
ふ

整
は
冬
中
の
韮
を
闘
ひ

義
は
遠
庭
の
茸
を
憐
し
む

萬
銭
縷
か
に
筋
を
下
し

五
殴
未
だ
醇
と
稻
せ
ず

曲
水

閑
や
か
に
日
を
錆
し

元
積
の

「代
曲
江
老
人
百
韻
」
詩
に
つ
い
て

(
二
宮
俊
博
)
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中
國
文
學
論
集

第
十
一
號

.
蛇
偏
櫻
酔
度
旬

瑠
探
丸
依
郭
解

協
投
轄
俘
陳
進

燭
共
謂
長
之
泰

螂
那
知
遽
構
屯

蜘
姦
心
興
桀
職

瑚
凶
醜
比
頑
露

蜘
斗
柄
侵
妖
彗

瑚
天
泉
化
逆
鱗

瑚
背
恩
欺
乃
租

・

慨
蓮
禍
及
吾
民

鵬
黎
繍
當
前
路

撤
鯨
饒
得
要
津

燭
王
師
纏
業
業

鄭
暴
卒
已
瞥
替

簸
雑
虜
同
謀
夏

侶
櫻

酔
ひ
て
旬
を
度
す

丸
を
探
す
は
郭
解
に
依
り

轄
を
投
じ
て
陳
遵
に
件
ふ

共
に
謂

へ
ら
く
長
く
泰
に
之
く
と

那
ぞ
知
ら
ん
遽
か
に
屯
を
構
へ
る
を

姦
心

桀
諾
を
興
し

凶
醜

頑
醸
に
比
す

斗
柄

妖
彗
に
侵
さ
れ

天
泉

逆
鱗
と
化
す

背
恩

乃
租
を
欺
き

連
調

吾
民
に
及
ぶ

黎
鍮

前
路
に
當
り

鯨
鋭

要
津
を
得
た
り

王
師
縷
め
て
業
業
た
り

暴
卒
已
に
暫
轡
た
り

雑
虜
同
に
夏
を
謀
り
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削
宗
周
麺
去
幽

珊
陵
園
深
暮
景

瑚
霜
露
下
秋
曼

m
鳳
闘
悲
集
鵬

脱
鶴
行
観
野
磨

鵬
華
林
荒
茂
草

悩
寒
竹
砕
貞
笏

獅
村
落
空
垣
壊

搦
城
陛
奮
井
煙

塒
破
船
況
古
渡

娚
戦
鬼
聚
陰
燐

鵬
振
壁
誰
相
懸

m
損
眉
濁
不
伸

m
殿
容
懐
赤
絨

皿
混
跡
載
黄
巾

旧
木
梗
随
波
蕩

宗
周
斬
足
し
幽
を
去
る

陵
園

暮
景
深
く

霜
露

秋
曼
下
る

鳳
闘

巣
鵬
を
悲
し
み

鶴
行

野
磨
に
齪
さ
る

華
林

茂
草
荒
れ

寒
竹

貞
笏
砕
か
る

村
落

空
垣
壊
れ

城
陛

薔
井
煙
が
る

破
船
は
古
渡
に
況
み

戦
鬼
は
陰
燐
に
聚
る

骨
を
振
ふ
も
誰
か
相
鷹
ぜ
ん

眉
を
損
め
て
濁
り
伸
び
ず

.

容
を
殿
ち
て
赤
紋
を
懐
き

跡
を
混
じ
て
黄
巾
を
載
す

木
梗

波
蕩
に
随
ひ

元
積
の

「代
曲
江
老
人
百
韻
」
詩
に
つ
い
て

(
二
宮
俊
博
)
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中
國
文
學
論
集

第
十
一
號

蝦
桃
原
籔
隠
倫

鵬
弟
兄
書
信
断

珊
鵬
鷺
往
來
馴

柵
忽
遇
山
光
徹

酩
遙
謄
海
氣
眞

珊
秘
圖
推
慶
王

拗
後
聖
合
経
論

捌
野
杏
渾
休
植

魏
幽
蘭
不
復
籾

鵬
但
驚
心
憤
憤

捌
誰
懸
水
鍬
撚

拗
書
室
離
深
洞

麟
輕
僥
盈
小
脇

拗
股
勤
題
白
石

鵬
帳
望
出
青
蹟

旧
夢
嫌
在
平
生

桃
原

隠
倫
を
籔
ぶ

弟
兄

書
信
断
え

鴎
鷺

往
來
馴
る

忽
ち
山
光
の
徹
す
る
に
遇
ひ

遙
か
に
海
氣
の
眞
な
る
を
謄
る

秘
圖

康
王
を
推
し

後
聖

輕
論
に
合
す

野
杏

渾
べ
て
植
う
る
を
休
め

幽
蘭

復
た
び
は
籾
ば
ず

但
だ
心
の
憤
憤
た
る
に
驚
く
も

誰
か
水
の
梨
梨
た
る
を
懸
は
ん
や

壷
室

深
洞
を
離
れ

輕
嶢

小
舳
を
盈
か
す

股
勤
に
白
石
に
題
し

恨
望
し
て
青
蹟
よ
り
出
づ

夢
課

平
生
に
在
る
も
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蜘
経
過
庭
所
新

期
玩
郎
迷
里
巷

魏
遼
鶴
記
城
閾

鵬
虚
過
休
明
代

撫
旋
爲
朽
病
身

塒
勢
生
常
乾
乾

鄭
語
曹
苦
諄
諄

斯
晩
歳
多
衰
柳

鵬
先
秋
娩
大
椿

鵬
眼
前
少
年
客

㎜
無
復
昔
時
人

経
過

所
新
に
慮
る

玩
郎
は
里
巷
に
迷
ふ
も

遼
鶴
は
城
閾
を
記
ゆ

虚
し
く
休
明
の
代
を
過
し

旋
ち
朽
病
の
身
と
爲
る

生
を
螢
し
て
常
に
乾
乾

奮
を
語
り
て
苦
だ
諄
諄
た
り

晩
歳

衰
柳
多
し

先
秋

大
椿
に
娩
づ

眼
前
の
少
年
の
客

復
た
昔
時
の
人
と
な
る
無
れ

ま
ず
最
初
に
、
曲
江
の
邊

り
で
今
を
盛
り
と
嗅
き
誇
る
花
を
前

に
し
て
、
人
知
れ
ず
涙
に
か
き
く
れ
る
老
人
が
登
場
す
る
。
何
故
泣

い
て
い
る
の
か
と
い
え
ば
、
曾
て
の
華
や
か
な
り
し
青
春
の
日
々
を
憶

い
出
し
て
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
輩

に
過
ぎ
去
り
し
青

春

へ
の
郷
愁
が
、
眼
前
の
花
の
姿
に
誘
襲
さ
れ
る
ば

か
り
で
は
な
い
。
こ
の
老
人
の
青
春
は
、
玄
宗
の
榮
華
と
と
も

に
在

っ
た
が
、
安

緑
山
の
働
の
勃
嚢
に
よ
っ
て

一
轄
し
て
多
く
の
苦
螢
を
嘗
め
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

そ
れ
ら
の
こ
と
ど
も
が
、

今

一
時
に
思
い
返
さ

れ
、
ど
う
し
て
も
涙
せ
ず
に
は
お
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
老
人
は
作
者

(
=
元
積
)
を
前
に
、
恰
好
の
聞
き
手
を
得
て
漏
か
れ
た

元
積
の

「代
曲
江
老
人
百
韻
」
詩
に
つ
い
て

(
二
宮
俊
博
)
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中
國
文
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よ
う
に
浴
々
と
昔
語
り
を
始
め
る
。

「
先
皇
」
即
ち
玄
宗
が
、
中
宗
の
皇
后
章
氏
を
討
ち
、

積
年
に
わ
た
る
政
治
の
混
迷
を
打
破
し
て
郎
位
し
た
の
が
先
天
元
年

(
七
一

八
)
八
月
。

翌
先
天
二
年
七
月
に
は
、
と
か
く
政
治
向
き
の
こ
と
ま
で
容
豫
す
る
太
平
公
主
の
不
穏
な
動
き
に
機
先
を
制
し
て
、
こ
れ

⑦

に
死
を
賜
い
、
武
則
天
よ
り
績
い
た
女
人
支
配
を

一
掃
し
て
、
所
謂
開
元
の
治
が
幕
を
あ
け
た
。
あ
た
か
も
こ
の
時
、
老
人
は
長
安
に

や

っ
て
來
た
の
で
あ
る
。
(
以
上
第
四
句
ま
で
、
導
入
部
)

以
下
第
九
二
句
ま
で
は
、
玄
宗
の
治
世

の
す
ば
ら
し
さ
を
叙
述
す
る
。

玄
宗
が
即
位
し
て
よ
り
臣
下
に
銚
崇

(六
五
一
～
七
一=

)
・

宋
環

(
六
六
一二
～
七
三
七
)
と
い
う
名
宰
相
を
得
て
、
國
の
隅
々
ま
で
教
化
が
廣
く
ゆ
き
わ
た
り
、
異
民
族
を
撫
附
し
、
文
運
も
大
い
に

⑧

隆
盛
し
た
こ
と
を
、
典
擦
の
あ
る
語
句
を
陳
ね
て
述
べ
る
。
謂
わ
ば
、
杜
甫
の
い
う

「
開
元
全
盛
の
日
」
を
縫
括
的

に
叙
し
て
い
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
(第
五
句
～
第
九
二
句
)

と
は
い
え
、
泰
山
で
の
封
輝
の
行
事
や
溌
陰
で
の
后
土
の
祠
り
に
よ
っ
て
、
そ
の
絶
頂
を
極
め
た
玄
宗

の
権
勢
も
、
第
九
十
三

・
九

十
四
句
の

「
沃
土
心
愈
い
よ
熾
ん
に
し
て
、
豪
家
禮
漸
や
く
潭
ぶ
」
と
い
う
邊
り
か
ら
は
、
丈
明
が
し
だ
い
に
燭
熟
の
度
を
増
し
、
太

平
に
慣
れ
切

っ
た
民
人
の
間
に
奢
修
の
風
が
浸
透
し
て
い
く
な
か
で
、
だ
ん
だ
ん
と
頽
慶
の
影
を
き
ざ
し
て
來
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し

て
、
そ
の
よ
う
な
風
潮
の
下
、
後
宮
で
は
楊
貴
妃
が
天
子
の
寵
愛
を
誇
り
、
世
上
で
は
そ

の
楊
貴
妃
の
力
を
背
景
と
し
た
楊
氏

一
族
が

專
横
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
(第
九
十
三
句
～
第

一
四
四
句
)

こ
こ
に
至

っ
て
、

永
遠
に
績
く
か
と
思
わ
れ
た
太
平
の
夢
も
、

に
わ
か
に
起

っ
た
安
緑
山
の
齪
の
た
め
に
破

ら
れ
、

老
人
の
回
想

は
、
安
史
の
凱
と
そ
れ
に
俘
う
世
上
の
荒
慶
せ
る
状
況
に
話
が
う
つ
り
、
老
人
自
身
の
齪
離
の
膿
験
、
つ
ま
り
、
戦
火
を
避
け
て
山
中
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に
身
を
隠
し
た
し
だ
い
が
語
ら
れ
る

(
第

一
四
五
句
～
第

一
七
六
句
)
。

や
が
て
・
老
人
の
隠
れ
住
む
山
中

に
も
、
光
復
の
き
ざ
し
が
現
れ
、
復
び
都
に
も
ど
る
こ
と
に
な
る
が

く
第

一
七
七
句
～
第

一
九
二

句
)
、
最
後
は
、
老
人
が
作
者
元
積

に
封
し
て
、

己
れ
の
感
慨

「
復
た
昔
時
の
人
と
な
る
無
れ
」
と
い
う
言
葉
を
述

べ

て
結
び
と
す
る

(
第

一
九
三
句
～
第
二
〇
〇
句
)
。

三

 

以
上
・
元
積
の

「
曲
江
の
老
人
に
代
は
る
百
韻
」
詩
を
掲
げ
、
そ
の
梗
概
を
述
べ
た
が
∴

こ
の
詩
に
お
い
て
元
積

は
玄
宗
の
治
下
、

・文
運
の
隆
盛
せ
る
さ
ま
を

李
杜
詩
篇
敵

李

(白
)
杜

(甫
)
詩
篇
敵
し

蘇
張
筆
力
句

蘇

(題
)
張

(
説
)
筆
力
句
し

樂
章
輕
飽
照

樂
章
は
飽
照
を
輕
ん
じ

碑
板
笑
顔
竣

碑
板
は
顔
竣
を
笑
ふ

と
詠
じ
て
い
る
。
元
種
が
、
當
時
の
文
運
の
隆
盛
を
も
た
ら
し
た
こ
れ
ら
の
人
物
の
う
ち
、
詩
人
に
つ
い
て
は
、
李
白

(七
〇

一
～
七
六

二
)
・
杜
甫
に
言
及
し
て
い
る
鮎
は
、

實

に
彼

の
鋭
敏
な
批
評
眼
を
窺
わ
せ
る
に
足
る
も
の
で
あ
る
。
な
か
で
も
、

生
前
よ
り
赫

々
た

る
詩
名
に
つ
つ
ま
れ
て
い
た
李
白
に
比
べ
て
、
こ
の
當
時
必
ず
し
も
文
學
的
評
債
の
高
く
な
か
っ
た
杜
甫
に
關
し
て
は
、
元
積
が
そ
の

⑨

文
學
の
護
掘
者
と
し
て
最
も
功
績
の
あ

っ
た

一
人
と
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
こ
の

「
曲
江
の
老
人
に
代
は
る
百
韻
」
詩

こ
そ
、
彼
の

元
預
の

「代
曲
江
老
人
百
韻
」
詩
に
つ
い
て

(
二
宮
俊
博
)
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杜
甫

に
言
及
せ
る
最
初
の
作
品
で
あ

っ
た
。

の
み
な
ら
ず
、
そ
も
そ
も
こ
の
詩
の
冒
頭
に
、
曲
江
の
ほ
と
り
で
人
知
れ
ず
涙
に
か
き
く
れ
る
老
人
を
登
場
さ
せ
た
手
法
自
禮
、

少
陵
野
老
呑
聲
実

少
陵
の
野
老
聲
を
呑
み
て
実
す

春
日
漕
行
曲
江
曲

春
日
溜
行
す
曲
江
の
曲

ら

と
始
ま
る
杜
甫
の

「
哀
江
頭
」
を
想
起
さ
せ
る
に
充
分
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の

「
哀
江
頭
」
詩
は
、
至
徳
二
載

(七
五
七
)、
杜
甫
が
安
緑
山
の
賊
軍
に
よ

っ
て
長
安

に
拘
禁
さ
れ
て
い
た
時

の
作
で
あ

る
が
、
ま
た
こ
れ
よ
り
先
、
天
費
末
に
は
、
杜
甫
に

「
麗
人
行
」
と
題
す
る
作
品
が
あ

っ
て
、

三
月
三
日
天
氣
新

三
月
三
日
天
氣
新
た
な
り

長
安
水
邊
麗
人
多

長
安
水
邊
麗
人
多
し

と

詠
じ
、
上
巳
の
日
の
曲
江
水
邊

に
お
け
る
楊
氏

一
族
の
傍
若
無
人
な
酒
宴
の
あ
り
さ
ま
を
窩
し
出
し
て
い
る
。

だ
と
す
れ
ば
、
元
積
が
、

一
老
翁
に
開
元

・
天
賓
の
昔
語
り
を
さ
せ
る
場
所
と
し
て
、
こ
の
曲
江
の
地
を
選
ん
だ
の
は
、
昔
日
の
榮

華

を
し
の
ぶ
に
は
絶
好

の
舞
毫
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

け
れ
ど
も
、
元
積
の
こ
の
詩
の
展
開

・
構
成
の
面
に
つ
い
て
言
え
ば
、
實
は
他
に
彼
に
多
大
な
影
響
を
與
え
た
と
み
ら
れ
る
作
品
が

存
在
す
る
の
曙

る
。
鈴
木
虎
雄
氏
は
、
「唐
の
叙
壽

」
と
い
う
論
文
の
中
で
、
次
の
よ
う
寛

解
を
蓋

さ
れ
て
い
る
副

崔
顯
欄
砺
進
廿
一
の
出
る
に
及
ん
で

「
江
眸
老
人
愁
」
、
「
郁
邸
宮
人
怨
」
、

等
の
作
が
あ
る
。

前
者
は
現
に
百
五
歳

の
老
人
が
六
朝

の
末
、
梁
陳
二
代
に
仕

へ
榮
華
を
極
め
た
が
今
は
零
落
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
感
慨
の
物
語
り
を
叙
し
て
ゐ
る
し
、
後
者
は
燕
趙
地
方
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の

一
佳
人
が
宮
中
に
仕

へ
寵
愛
を
承
け
た
が
今
は
放
た
れ
て
田
里
に
簸
り
富

め
る
人
に
嫁
し

て
ゐ
る

と

い
ふ
述
懐
談
を
記
し
て

ゐ
る
。
此
の
二
詩
の
こ
と
は
前
人
も
言
及
せ
る
も
の
無
き
や
う
で
あ
る
が
自
分
は
是
は
確
に
白
居
易
元
積
な
ど
の
叙
事
詩
の
由
て

來
る
源
泉
と
謂

っ
て
も
よ
い
も
の
だ
と
信
じ
て
ゐ
る
。

鈴
木
氏
は
、
こ
こ
で
崔
顯

(
六
九
四
?
～
七
五
八
?
)
の

「
江
眸
老
人
愁
」
詩
及
び

「
郡
邸
宮
人
怨
」
詩
が
、
白
居
易

・
元
積
の
叙

事
詩

(
こ
の
場
合
、
白
居
易
の

「
琵
琶
行
」
、

元
積
の

「
連
昌
宮
詞
」
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
)

の
先
躍
を
な
す
作
品
で
あ
る
こ

と
を
初
め
て
指
摘
さ
れ
た
が
、
今
、
「
郡
邸
宮
人
怨
」
に
つ
い
て
は
さ
て
お
き
、
「
江
眸
老
人
愁
」
詩
が
、
た
し
か
に
元
積
の

「連
昌
宮

詞
」
ひ
い
て
は
、
こ
こ
に
取
り
上
げ
て
い
る

「
曲
江
の
老
人
に
代
は
る
百
韻
」
詩
と
極
め
て
類
似
し
た
構
成

・
内
容
を
も

っ
て
い
る
こ

と
は
、
更
め
て
注
意
す
べ
き
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
因
み
に
崔
顯
の

「
江
眸
老
人
愁
」
詩
を
掲
げ
る
と
左
の
ご
と
く
で
あ
る
。

1
江
南
年
少
十
八
九

2
乗
舟
欲
渡
青
漢
ロ

3
青
漢
ロ
邊

一
老
翁

4
髪
眉
皓
白
巳
衰
朽

5
自
言
家
代
仕
梁
陳

6
垂
朱
施
紫
三
十
人

7
爾
朝
出
將
復
入
相

8
五
世
聲
鼓
乗
朱
輪

江
南
の
年
少
十
八
九

舟
に
乗
り
て
渡
ら
ん
と
欲
す
青
漢
の
口

青
漢
口
邊
の
一
老
翁

・

髪
眉
は
皓
白
に
し
て
已
に
衰
朽
す

自
ら
言
ふ

家
は
代
よ
梁
陳
に
仕
へ

朱
を
垂
れ
紫
を
抱
く
は
三
十
人

雨
朝
將
を
出
だ
し
復
た
相
を
入
れ

五
世
鼓
を
昼
し
て
朱
輪
に
乗
る

元
積
の

「代
曲
江
老
人
百
韻
」
詩
に
つ
い
て

(二
宮
俊
博
)
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9
父
兄
三
葉
皆
尚
主

10
子
女
四
代
爲
妃
媛

Ⅱ
南
山
賜
田
接
御
苑

12
北
宮
甲
第
連
紫
震

13
直
言
榮
華
未
休
歓

14
不
畳
山
崩
海
將
蜴

15
兵
文
齪
入
建
康
城

16
煙
火
連
焼
未
央
闘

17
衣
冠
士
子
陥
鋒
刀

18
良
將
名
臣
壷
埋
没

19
山
川
改
易
失
市
朝

20
衝
路
縦
横
填
白
骨

21
老
人
此
時
尚
少
年

羽
脆
身
走
得
投
海
邊

23
罷
兵
歳
籐
未
敢
出

24
去
郷
三
載
方
來
旋

父
兄
三
葉
皆
な
主
を
尚
り

子
女
四
代
妃
嬢
と
爲
る

南
山
の
賜
田
は
御
苑
に
接
し

北
宮
の
甲
第
は
紫
震
に
連
な
る

直
だ
言
ふ
榮
華
未
だ
休
歌
せ
ず
と

毘
え
ず
山
崩
れ
海
將
に
端
き
ん
と
す
る
を

兵
曳
は
齪
れ
て
建
康
城
に
入
り

煙
火
は
連
な
り
て
未
央
闘
を
焼
く

衣
冠
の
士
子
は
鋒
刃
に
陪
ち

良
將
名
臣
は

誰

く
埋
没
す

山
川
改
易
し
て
市
朝
瀧
失
↓

衝
路
縦
横
し
て
白
骨
を
填
む

老
人
此
の
時
尚
ほ
少
年

身
を
脱
し
走
り
て
海
邊
に
投
つ
る
を
得
た
り

、
兵
を
罷
め
て
歳
籐
な
る
に
未
だ
敢
へ
て
出
で
ず

郷
を
去
る
こ
と
三
載
鷲
し
て
方
め
て
來
り
旋
る
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25
蓬
菖
忘
都
五
城
宅

26
草
木
不
識
青
難
田

27
錐
然
得
蹄
到
郷
土

28
零
丁
貧
賎
長
辛
苦

29
采
樵
屡
入
歴
陽
山

30
刈
稻
常
過
新
林
浦

31
少
年
欲
知
老
人
歳

32
豊
知
今
年

一
百
五

33
君
今
少
肚
我
已
衰

34
我
昔
少
年
君
不
賭

35
人
生
貴
賎
各
有
時

36
莫
見
議
老
相
輕
欺

37
感
君
相
問
爲
君
説

38
説
罷
不
毘
令
人
悲

蓬
窩
に
五
城
の
宅
を
忘
卸
し

草
木
に
青
難
の
田
を
識
ら
ず

蹄
り
得
て
郷
土
に
到
る
と
錐
然
ど
も

零
丁
貧
賎
に
し
て
長
に
辛
苦
す

樵
を
采
り
屡
し
ば
入
る
歴
陽
山

稻
を
刈
り
常
に
過
る
新
林
浦

少
年
老
人
の
歳
を
知
ら
ん
と
欲
す
る
も

豊
に
知
ら
ん
や
今
年

一
百
五
な
る
を

君
は
今
少
肚
な
る
も
我
已
に
衰
ふ

我
も
昔
少
年
な
る
を
君
は
賭
ず

人
生
の
貴
賎
各
お
の
時
有
り

喜
刷れ
老
い
た
る
を
見
て
相
輕
欺
す
る
莫
れ

君
が
相
問
ふ
に
感
じ
て
君
が
爲
に
説
く

説
き
罷
れ
ば
畳
え
ず
人
を
令
て
悲
し
ま
し
む

曽七
言
歌
行
膿
で
つ
づ
ら
れ
る
こ
の
詩
は
、
次
の
よ
う
な
構
成
に
な

っ
て
い
る
。
ず
な
わ
ち
、
最
初
に
作
者
と
畳

し
き
十
八
九
の
少
年

が
梁

・
陳

の
故
都
建
康

に
程
近
い
青
漢

(江
蘇
省
南
京
市
の
東
北
)

の
ロ
に
て

一
人
の
老
人
と
出
遇
う

(
第

一
句
～
第
二
旬
)
。
老
人
は

元
積
の

「代
曲
江
老
人
百
韻
」
詩
に
つ
い
て

(
二
宮
俊
博
)
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昔
語
り
を
始
め
る
が
、

ま
ず
梁

・
陳
の
二
代
に
わ
た

っ
て
老
人
の
一
族
が
隆
盛
を
極
め
た
こ
と
を
述
べ

(
第
三
句
～
第
十
二
句
)
、
っ

い
で
、
豫
期
だ
に
し
な
か
っ
た
兵
齪
が
興

っ
て
陳
が
滅
亡
し

(第
十
三
句
～
第
二
十
句
)
、

こ
の
時
ま
だ
少
年
で
あ

っ
た
老
人
は
戦
火

を
避
け
て
海
邊
に
逃
れ
、

兵
火
が
鎭
ま
っ
て
か
ら
三
年
ぶ
り
に
故
郷
に
蹄

っ
て
來
た

(
第
二
十

一
句
～
第
二
十
六
句
)
。

し
か
し
、
郷

里
に
蹄

っ
た
も
の
の
今
で
は
す

っ
か
り
落
ち
ぶ
れ
て
し
ま
い
、
老
人
も
齢
百
五
十
を
数
え
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
と
い
う

(
第
二
十
七

句

～
三
十
四
句
)
。
そ
し
て
最
後
は
、
こ
の
老
人
が
聞
き
手
の
少
年

に
訓
誠
を
垂
れ
て
結
び
と
す
る

(第
三
十
五
句
～
三
十
八
句
)
。

こ
れ
を
元
積

の

「
曲
江
の
老
人
に
代
は
る
百
韻
」
詩
と
比
較
し

て

み
る
と
、

そ
の
封
慮
關
係
は
正
に

一
目
瞭
然
で
あ
る
。
そ
の
場

合

、
崔
頴
が
梁

・
陳

か
ら
晴

・
唐

へ
と
い
う

一
つ
の
轄
換
期
を
軸

に
、
榮
華

の
極
か
ら

一
轄
し
て
没
落
し
て
い
っ
た
或
る
老
人
の
個
人

的

な
閲
歴
を
中
心
に
描
き
出
し
て
い
る
の
に
封
し
て
、
元
積

の
方
は
、
曲
江
邊

の
老
翁
を
登
場
さ
せ
て
は
い
る
け
れ
ど
も
、
少
な
く
と

も
前
半
は
、
軍
に
彼
の
個
人
的
な
感
慨
を
叙
情
的
に
述
ぺ
る
た
め
だ
け
に
開
元

・
天
寳
と
い
う
時
代
背
景
を
借
り
た
と
い
う
よ
り
は
、

む
し
ろ
時
代
の
轄
攣
せ
る
局
面
を
前
面
に
打
ち
出
し
て
、
こ
れ
を
描
爲
す
る
こ
と
に
力
貼
を
置

い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も

っ
と

も
、

安
禄
山
の
齪
が
勃
護
し
て
以
降

の
叙
述
は
、

崔
頴
の
場
合
と
同
様
、
老
人
の
個
人
的
な
身
の
庭
し
方
が
紬中

心
に
詠
ぜ
ら
れ
て
お

り
、
最
後
も
や
は
り
、
老
人
の
詠
嘆
的
な
感
慨
を
も

っ
て
結
ば
れ
て
い
る
。

こ
の
間
の
事
情
は
、
元
積
後
年

の

「連
昌
宮
詞
」
に
あ

っ
て
も
同
様
で
あ
る
。
た
だ
、
「連
昌
宮
詞
」
ボ
、
崔
頴

の
「江
陣
老
人
愁
」

詩
や
元
積
の
前
作

「
曲
江
の
老
人
に
代
は
る
百
韻
職

詩
と
大
き
く
異

っ
て
い
る
の
は
、

そ
の
結
末
で
老
人
鋤の
感
慨
を

述
ぺ
た
く
だ
り

が
、89

老
翁
此
意
深
望
幸

老
翁
の
此
の
意
深
く
幸
を
望
む
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90
努
力
廟
誤
休
用
兵

努
力
し
て
廟
護
兵
を
用
ふ
る
を
休
め
よ

と
結
ば
れ
て
お
り
、

時
の
爲
政
者
に
封
し
て
眞
正
面
か
ら
政
治
的
意
見
が
吐
か
れ
て
い
る
黙
に
あ
る
。

そ
の
意
味
で
、
「連
昌
宮
詞
」

は
、
前
作
の

「
曲
江
の
老
人
に
代
は
る
百
韻
」
詩
に
比
べ
て
明
確
な
主
張
を
持

っ
た
作
品
だ
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
表
現

技
法
の
上
で
も
、
「連
昌
宮
詞
」
は
、

65
我
聞
此
語
心
骨
悲

'

我
此
の
語
を
聞
き
て
心
骨
悲
し
む

66
太
平
誰
致
齪
者
誰

太
平
は
誰
か
致
さ
ん
齪
す
者
は
誰
ぞ

と

い
う
作
者
の
問
い
か
け
に
、
老
翁
が
答
え
て
、

な

69
挑
崇
宋
環
作
相
公

70
勧
諌
上
皇
言
語
切

71
鰍
又
理
陰
陽
禾
黍
豊

η
調
和
中
外
無
兵
戎

聡
長
官
清
平
太
守
好

盟
擦
選
皆
言
由
相
公

挑
崇

・
宋
環

相
公
と
作
り

上
皇
を
勧
諫
し
て
言
語
切
な
り

陰
陽
を
緻
又
理
し
て
禾
黍
豊
か
に
し
て

中
外
を
調
和
し
て
兵
戎
無
し

長
官
清
平
に
し
て
太
守
好
く

棟
選
は
皆
な
言
ふ
相
公
に
由
る
と

と

詠
じ
て
、
太
平
を
招
來
し
た
功
績
者
と
し
て
宰
相
挑
崇

・
宋
環
の
名
を
畢
げ
、
彼
ら
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
開
元
の
治
を
讃
え
た

後
、拓

開
元
之
末
銚
崇
死

開
元
の
末

銚
崇
死
し

元
積
の

「代
曲
江
老
人
百
韻
」
詩
に
つ
い
て

(
二
宮
俊
博
)
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76
朝
廷
漸
漸
由
妃
子

77
禄
山
宮
中
養
作
児

,B
號
國
門
前
闇
如
市

四
弄
椹
宰
相
不
記
名

80
依
稀
憶
得
楊
與
李

81
廟
護
顛
倒
四
海
揺

82
五
十
年
來
作
瘡
瘡

朝
廷
は
漸
い
漸
い
に
妃
子
に
由
る

禄
山
は
宮
中
に
養
は
れ
て
児
と
作
り

號
國
の
門
前

闊
し
き
こ
と
市
の
如
し

権
を
弄
せ
し
宰
相
は
名
を
記
え
ず

依
稀
と
し
て
楊

(
國
忠
)
と
李

(
林
甫
)
と
を
憶
え
得
た
り

廟
誤
顛
倒
し
て
四
海
揺
ぎ

五
十
年
來

瘡
瘡
と
作
る

と
詠
じ
、

今
度
は
天
賓
年
間
の
太
平
を
齪
し
た
張
本
人
の
名
を
畢
げ
、

前
段
と
は
好
封
照
を
な
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
「
連
昌
宮
詞
」

に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
繋
比
の
下
に
、
開
元
と
天
賓
時
代
と
の
政
治
の
得
失
が
歴
然
と
浮
彫
り
に
さ
れ
る
よ
う
に
表
現
が
工
夫
さ

れ
、
そ
れ
が
詩
作
の
意
圖
を
明
瞭

に
際
立
た
せ
る
結
果
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
封
比
的
表
現
は
、
或
い
は
、
白
居
易

の

「
新
豊
折
轄
翁
」
詩
に
、

君
不
聞
開
元
宰
相
宋
開
府

不
賞
邊
功
防
額
武

又
不
聞
天
寳
宰
相
楊
國
忠

欲
求
恩
幸
立
邊
功

君
聞
か
ず
や

開
元
の
宰
相
宋
開
府

邊
功
を
賞
せ
ず
し
て
武
を
頴
す
を
防
ぐ
を

又
聞
か
ず
や

天
賓
の
宰
相
楊
國
忠

恩
幸
を
求
め
ん
と
欲
し
て
邊
功
を
立
つ
る
を

と
あ
る
よ
う
な
封
比
的
叙
述
方
法
か
ら
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
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尚
、
「
曲
江
の
老
人

に
代
は
る
百
韻
」
詩
並
び
に
「連
昌
宮
詞
」
が
、
い
つ
れ
も
、
そ
れ
ぞ
れ
曲
江
邊
の
老
人
か
、
も
し
く
は
連
昌
宮

邊

の
老
翁
の
ロ
を
籍
り
て
、
開
元

・
天
賓

の
時
事
を
描
き
出
し
て
い
る
の
は
、
太
だ
興
味
深
い
。
因
み
に
、
元
積
と
同
時
代
の
、
永
貞

⑭

元
年

(
八
〇
五
)
の
進
士
で
あ
る
陳
鴻

の

「東
城
老
父
傳
」
や
、
白
居
易

の
「
新
豊
折
管
翁
」
詩
、
更

に
は
大
中
三
年

(
八
四
九
)
乃
至
五

年

(八
五
一
)
頃
に
作
ら
れ
た
鄭
隅
の

「津
陽
門
詩
」
等
、

そ
の
い
つ
れ
も
が
、

元
積
の
作
品
と
同
様
、
開
元

.
天
寳
の
時
代
を
生
き

抜

い
た
老
人
を
登
場
さ
せ
て
い
る
。

恐
ら
く
元
積
や
白
居
易
が
こ
れ
ら
の
詩
を

作

っ
た
貞
元

(七
八
五
～
八
〇
四
)
元
和

(
八
〇
六
～
八

二
○
)
年
間
に
は
、

ま
だ
ま
だ
開
元

・
天
寳
の
時
代
か
ら
安
史
の
気
を
盟
験
し
て
生
き
残

っ
て
い
る
老
人
が
小
数
な
が
ら
も
存
在
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
、
白
居
易
も
、
江
州

(
江
西
省
九
江
市
)
の
地
で
「
江
州
に
て
天
寳
の
樂
婁
に
遇
ふ
」詩

(元
和
十
一
～
十
三
年
作
〉

を
作

っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
實
際
上
そ
う
い
う
こ
と
が
あ

っ
た
に
し
ろ
、
元
積
の

「
曲
江

の
老
人
に
代
は
る
百

韻

」
詩
な
ど
は
、
む
し
ろ
崔
頴

の

「
江
眸
老
人
愁
」
詩
と
の
深
い
關
連
か
ら
見
て
、
詩
中
に
登
場
す
る
老
人
を
必
ず
し
も
實
在

の
人
物

⑮

と
見
倣
す
必
要
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

四

こ
れ
ま
で
、
元
積
十
六
歳

の
時
の
作
で
あ
る

「
曲
江
の
老
人
に
代
は
る
百
韻
」
詩
を
取
り
上
げ
そ
の
内
容
の
梗
概
を
述
べ
、
つ
い
で

こ
の
作
品
が
、
崔
頴
の

「
江
畔
老
人
愁
」
詩
の
構
成
を
借
り
、
更

に
杜
甫

の

「
哀
江
頭
」
、
「麗
人
行
」
等
の
影
響

の
下
に
作
ら
れ
た
こ

と
を
論
じ
て
來
た
が
、
次
に
元
積
が
如
何
な
る
理
由
で
、
こ
の
よ
う
な
五
言
百
韻

の
大
作
に
手
を
染
め
る
に
到

っ
た
の
か
、
そ
の
鮎

に

つ
い
て
少
し
考
え
て
み
た
い
。

元
租
の
「代
曲
江
老
人
百
韻
」
詩
に
つ
い
て

(二
宮
俊
博
)
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元
積
十
六
歳
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
徳
宗
の
貞
元
十
年

(七
九
四
)
に
當
た
る
。

こ
の
前
年
の
貞
元
九
年
に
は
、
元
積
は
明
経
科
に
及

⑯

第

し
て
い
る
。
こ
の
當
時
、
明
経
科
が
進
士
科
ほ
ど
に
は
重
覗
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
元
積
は
、
と
に
か
く
官
界
進
出

へ
の

第

一
關
門
を
突
破
し
て
意
氣
軒
昂
た
る
も
の
が
あ

っ
た
に
違

い
な
い
。
し
か
も
、
ま
だ
十
五
歳
、
僅
か
に
志
學
の
時
に
し
て
で
あ
る
。

そ

の
た
め
か
、
元
積

は
、
こ
の
頃
の
こ
と
を
後

に
幾
度
も
繰
り
返
し
回
想
し
て
い
る
。

元
和
十
年

(八
一
五
)
、
左
遷
先

の
通
州

(四
川
省
達
縣
)
で
、
元
積
は
彼
の
文
學
的
自
叙
傳
と
も
言
う
べ
き

「
詩
を
叙
し
て
樂
天
に
寄

す
る
の
書
」
を
書
き
上
げ
た
が
、
そ
の
中
で
、
彼
は
九
歳
で
詩
を
作
る
こ
と
を
學
び
始
め
、
「年
十
五
六
に
し
て
粗

し
聲
病
を
知

っ
」

た
と
述
べ
て
い
る
。
又
、
長
慶
二
年

(
八
三
二
)
六
月
、

元
積
が
宰
相

の
地
位
か
ら

一
轄
し
て
同
州

(陳
西
省
大
茄
縣
)
刺
史
に
出
さ
れ

た
時
の
上
申
書

「
同
州
刺
史
、

上
に
謝
す
る
の
表
」
に
お
い
て
、

「
十
有
五
に
し
て
明
経
出
身
を
得
、
是
よ
り
苦

心
し
て
文
を
爲
り
、

夙
夜
強
學
す
」
と
述
懐
し
て
い
る
の
も
、
こ
の
頃
の
こ
と
を
回
想
し
て
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

更
に
、

彼
が
漸
東
観
察
史

(漸
江
省
紹
興
市
)
の
任
に
あ

っ
た
長
慶
四
年

(
八
三
四
)
の

「
鄭
從
事
の
四
年
九
月
望
海
亭
に
宴
す
る

に
酬
ゆ
、
奮
韻
を
次
用
す
」
と
題
す
る
詩
に
お
い
て
も
、
こ
の
若
々
し
か
っ
た
頃
の
意
氣
込
み
を
回
顧
し
て
、

憶
年
十
五
學
構
厘

憶
ふ
年
十
五
に
し
て
構
厘
を
學
び

有
意
蓋
覆
天
下
窮

天
下
の
窮
を
蓋
覆
せ
ん
と
意
ふ
有
り

と
、
誇
ら
し
氣
に
詠
じ
て
い
る
。
元
積
の
奪
敬
す
る
杜
甫
で
さ
え
も
、
十
五
歳
の
頃
は
ま
だ

「
憶
ふ
年
十
五
に
し
て
心
は
尚
ほ
核
な
り

健
な
る
こ
と
黄
積
の
如
く
走
り
て
復
た
來
る
」
(
「
百
憂
集
行
」)
で
あ

っ
た
の
と
は
違
い
、
「俺
は
早
く
も
十
五
の
歳

で
、
廣
い
屋
根
の

あ
る
屋
敷
を
建
て
て
、
世
の
中
の
貧
乏
人
を
蓋

っ
て
や
ろ
う
と
い
う
意
欲
が
あ

っ
た
ぞ
」
と
、
こ
こ
で
元
積
は
詠
じ
て
い
る
が
、
こ
れ
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又
、
杜
甫
の

「
茅
屋

秋
風
の
破
る
所
と
爲
る
歌
」
の

一
節

「安

に
か
廣
度
千
萬
間
を
得
て
、
天
下

の
寒
士
を
大
庇
し
て
倶

に
歓
ば
せ

ん
」
の
句
に
擦

っ
て
、
自
分
が
若
年
の
頃
抱
い
て
い
た
経
世
の
志
を
な
つ
か
し
く
振
り
返
り
な
が
ら
述
べ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
考
え
る
と
、
確
か
に

「
曲
江
の
老
人
に
代
は
る
百
韻
」
詩
を
作

っ
た
こ
の
時
期
は
、

そ
の
後
、
元
積
が
元
和
年
間
に
李
紳

(七

七
二
～
八
四
六
)
や
白
居
易
と
共
に
新
樂
府
運
動
に
挺
身
す
る
時
期
を
第
二
段
階
と
す
る
な
ら
ば
、
彼
の
關
心
が
社
會
的
な
事
象
に
向

っ

て
開
か
れ
た
謂
わ
ば
第

一
段
階
、

つ
ま
り
士
人
と
し
て
の
自
畳
の
時
で
あ

っ
た
と
見
倣
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
十
五
六
歳
頃
の
元
積

の
眼
に
は
、
當
時
の
世
情
は
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
映

っ
て
い
た
の
か
。

時
に
貞
元
十
年
己
後
、
徳
宗
皇
帝
春
秋
高
く
、
理
務
人
に
因
り
、
最
も
文
法
の
吏
を
欲
せ
ず
、
天
下
に
罪
過
を
生
ず
。
外
闘

の
節

將
は
、
動
も
す
れ
ば
十
除
年
朝
観
を
許
さ
れ
ず
。
其
の
地
に
死
し
て
易
ら
ざ
る
者
十
に
八
九
。
而
し
て
又
た
將
豪

に
し
て
卒
復
る

た
の

ほ
し
い

た
が

た
ち
ま

の
盧
は
、
喪
に
因

っ
て
衆
を
貢
み
、
横
ま
ま
に
相
賊
殺
し
て
、
攣
を
告
ぐ
る
こ
と
賂
騨
た
り
。
使
者
迭
ひ
に
窺
ひ
、
旋
ち
状
を
以

て
天
子
に
聞
し
て
曰
く
、
某
色
の
將
某
は
能
く
齪
を
邉
め
、
観
衆
寧
附
す
。
願
は
く
ば
帥
と
爲
さ
ん
と
。
名
は
衆
情

の
爲
に
す
る

も
、
其
の
實
は
逼
詐
な
り
。
因

っ
て
之
を
可
と
す
る
者
十
に
八
九
、
前
置
の
介
埣
の
縁
に
因

っ
て
交
授
せ
ら
る
る
者
も
亦
た
十
に

四
五
な
り
。
是
に
由
り
て
諸
侯
の
敢

へ
て
自
ら
旨
意
を
爲
し
、
児
核
を
羅
列
し
て
以
て
自
ら
固
め
る
者
有
り
。
攣
夷
を
開
導
し
て

以
て
自
ら
重
し
と
す
る
者
有
り
。
省
寺
の
符
蒙
几
閣
を
固
め
、
甚
し
き
者
は
詔
旨
を
磯
り
、

一
境
を
覗
る
こ
と

一
室
の
如
く
す
。

其
の
下
を
刑
殺
す
る
こ
と
、
蕾
に
僕
畜
の
み
な
ら
ず
。

剥
奪
を
厚
加
し
て
名
づ
け
て
進
奉
と

爲
す
。

其
の
實
、

之
を
貢
入
す
る

は
、
数
百
に

一
な
り
。
京
城
の
中
、
亭
第
邸
店

は
曲
巷
を
以
て
断
じ
、
侯
旬

の
内
、
水
陸
の
膜
沃
な
る
は
、
郷
里
を
以
て
計
る
。

其
の
籐
、
奴
碑
資
財
、
生
生
の
備
と
之
を
稽
す
、
朝
廷
の
大
臣
は
謹
愼
し
て
、
言
は
ざ
る
を
以
て
朴
雅
と
爲

し
、
時
に
進
見
す
る

元
積
の

「代
曲
江
老
人
百
韻
」
詩
に
つ
い
て

(
二
宮
俊
博
)
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者
は

=

一に
過
ぎ
ず
。
親
信

・
直
臣

・
義
士
は
往
往
に
し
て
抑
塞
せ
ら
る
。
禁
省
の
間
、
時
に
或
い
は
陵
墜
ぜ
る
を
繕
完
す
。
豪

家

・
大
帥
は
聲
に
乗
じ
て
相
扇
り
、
老
佛
に
延
入
し
て
、
土
木

の
妖
餓
、
習
俗
佐
し
ま
ず
。
上
は
有
司
を
し
て
宮
闊
中
の
小
砕
の

須
べ
か
ら
く
求
む
べ
き
を
備

へ
し
む
る
を

欲
せ
ざ
る
も
、

往
往
に
し
て
弊
畠
を
持
し
て
以
て
餅
餌
に
易
ふ
。
吏
は
其

の
端
に
縁

り
、
百
貨
を
剰
奪
し
て
、
勢
ひ
禁
ず
べ
か
ら
ず
。

こ
れ
は
、
先
に
引
用
し
た

「
詩
を
叙
し
て
樂
天
に
寄
す
る
の
書
」
中
に
描
か
れ
て
い

臥る
、
元
穫
十
六
歳
部
ち
貞
元
十
年
頃
の
社
會
欺

況
で
あ
る
。

年
老
い
た
徳
宗
は
政
治
に
樹
す
る
情
熱
を
失
い
、

自
ら
直
接
政
務
を
執
ら
ず
、

全
く
他
人
任
せ
に
し
て

い
た
が
爲
に
、

世
の
中
に
い
ろ
い
ろ
な
弊
害
が
噴
出
し
て
來
た
。
そ
う
し
た
悪
弊
は
、

一
ロ
で
言
う
な
ら
ば
、
地
方
に
在

っ
て
中
央
政
府
の
意
向
を
無

硯

し
て
半
猫
立
的
な
権
力
を
握

っ
て
い
た
節
度
使
の
横
暴
、
朝
廷
に
貢
物
を
奉
る
と
稻
し
て
都
鄙
の
民
人
に
苛
敏
諌
求
を
加
え
た

「
進

奉
」
、
帝
都
に
お
け
る
宮
室
や
豪
家

・
將
軍
達
の
屋
敷

の
造
螢
、

更
に
は
道
観

・
佛
寺
の
大
規
模
な
土
木
主
事
、

果
て
は
、
・宮
中
御
用

達
と
い
う
名
の
下
に
強
制
的
に
物
資
を
調
達
す
る

「
宮
市
」
制
度
等
に
因

っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。

元
穫
の
こ
の
書
簡
に
列
畢
さ
れ
た
社
會
的
諸
問
題
は
、
實
は
こ
の
手
紙
が
書
か
れ
る
以
前
、
憲
宗
の
下
で
白
居
易
が
、
そ
の

「
新
樂

府
」
五
十
首
の
中
に
お
い
て
積
極
的
に
誠
諫
す
べ
ぎ
封
象
と
し
て
取
か
上
げ
、
こ
れ
を
指
弛
し
、
廣
く
時
の
世
道
人
心
に
訴
え
た
も
の

で
あ
る
軸

貞
元
十
年
當
時
の
元
穫

、
こ
の
よ
う
な
農

を
極
め
る
社
會
状
況
醤

軋
し
な
が
ら
も
・
未
だ
年
若
く
・
且
つ
政
界
に

入
っ
て
自
ら
の
手
で
こ
れ
を
改
革
で
き
る
よ
う
な
地
位
や
身
分
に
蓮
し
て
い
な
か

っ
た
が
故
に
、
ひ
た
す
ら
勉
學

に
打
ち
込
む
よ
り
他

に
な
か

っ
た
。
け
れ
ど
も
彼
は
、

・
猫
り
書
惇
中
に
初

め
て
理
観

の
萌
漸
せ
る
を
習
ひ
、
心
膿
悸
震
し
て
、
活
く
べ
か
ら
ざ
る
が
若
し
。
思
ひ
て
之
を
獲
せ
ん
と
す
る
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こ
と
久
し
。

(「叙
詩
寄
樂
天
書
」)

書
籍
中
の
記
述
か
ら
治
齪
興
亡
の
き
ざ
し
を
鋭
く
讃
み
取
り
、
か
く
て
現
實
の
状
況
に
思
い
を
馳
せ
た
時
、
身
も
心
も
わ
な
わ
な
と

震
え
出
す
ほ
ど
の
深
い
戦
標
を
畳
え
た
の
で
あ
る
。

と
す
れ
ば
、
「曲
江
の
老
人
に
代
は
る
百
韻
」

詩
に
お
い
て
、

玄
宗
の
郎
位
か
ら
開
元

・
天
寳
を
経
て
安
史

の
齪

に
至
る
経
緯
を
絵

す
所
な
く
傳
え
よ
う
と
し
た
試
み
は
、
元
積
に
こ
う
し
た
如
何
に
も
青
年
ら
し
い
み
ず
み
ず
し
い
正
義
感
が
あ

っ
た
れ
ば
こ
そ
、
可
能

に

な

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

因
み
に
、
元
積
は
、
「詩
を
叙
し
て
樂
天
に
寄
す
る
の
書
」
中
で
、
自
ら
の
作
品
を

「
古
誠
」
・
「
樂
調
」
・
「
古
禮
」
・
「
新
題
樂
府
」
・

「
律
詩
」
(
七
言
及
び
五
言
)
・
「律
誠
」
・
「
悼
亡
」
・
「
艶
詩
」
(今
盟
及
び
古
膿
)

の
十
盟
に
分
類
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、

恐
ら
く
本

來

、

「
曲
江
の
老
人
に
代
は
る
百
韻
」
詩
は
、
そ
の
う
ち
、

聲
勢
沿
順
に
し
て
屡
封
隠
切
な
る
者
を
律
詩
と
爲
し
、
彷
ほ
七
言

・
五
言
を
以
て
爾
膣
と
爲
す
。
其
の
中
、
稽
や
寄
興
を
存
し
誠

と
流
を
爲
す
者
を
律
誠
と
爲
す
。
(「叙
詩
寄
樂
天
書
」
)

と
述
べ
る

「
律
誠
」
に
妥
當
す
る
作
品
で
は
な
か

っ
た
ろ
う
か
。
鄭
振
鐸
は

『
挿
圖
本
文
學
史
』
の
中
で
、

元
種
は
ま
た

「
代
曲
江
老
人
百
韻
」
、
「茅
舎
」
、
「寮
神
」
、
「
青
雲
騨
」、
「
陽
城
騨
」
お
よ
び

「連
昌
宮
辟
」
等

を
書
い
た
が
、
皆

な
調
勧
の
意
が
有
る
。

と
述
べ
、

こ
の

「
曲
江
の
老
人
に
代
は
る
百
韻
」

詩
に

「
誠
諌
」

の
意
圖
が
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
が
、

表
現
敷
果
の
上
か
ら
し

て
、
「連
昌
宮
詞
」
ほ
ど
、
そ
れ
が
明
瞭

に
感
じ
ら
れ
な
く
と
も
、

上
述
の
ご
と
く
作
品

の
成
立
背
景
を
勘
案
し
た
場
合
、

恐
ら
く
元

元
積
の

「代
曲
江
老
人
百
韻
」
詩
に
つ
い
て

(
二
宮
俊
博
)
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積

は
、
こ
の
作
品
に
こ
う
し
た

「
誠
諌
」
の
意
圖
を
込
め
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
軍
に
正
義
感
の
み
で
こ
の
よ
う
な
百
韻
に
わ
た
る
大
作
が
作
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
詩
人
が
新
た
な
試
み
を
な
そ

う
と
す
る
際
に
は
、
必
ず
前
代
の
偉
大
な
詩
人
と
の
蓬
遍
が
な
け
れ
ば
、
文
字
は
表
現
と
し
て
定
着
し
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、

こ
の
時
期
の
元
積
が
、
前
述
の
ご
と
く
杜
甫
の
文
に
出
會

っ
て
い
る
こ
と
は
、
「曲
江
の
老
人
に
代
は
る
百
韻
」

詩
を
作
る
上
で
、
し

か
も
五
言
排
律
の
形
式
を
採
用
し
た
黙
に
お
い
て
、

決
定
的
な
作
用
を
及
ぼ
し
た
に
違

い
な
い
。

同
じ
く
、
「詩
を
叙
し
て
樂
天
に
寄

す

る
の
書
」
で
、

又
之
を
久
し
く
し
て
、
杜
甫

の
詩
数
百
首
を
得
、

其

の
浩
蕩
た
る
津
涯

の
威
虚
に
螺
到
す
る
を
愛
す
。

始
め
て
沈

(
倭
期
)
・
宋

之
問
)
の
寄
興
を
存
せ
ざ
る
を
病
み
、
而
し
て

(陳
)
子
昂
の
未
だ
傍
備
せ
ざ
る
を
訪
る
。

と
も
述
べ
て
お
り
、
こ
れ
を
み
て
も
わ
か
よ
る
う
に
、
元
積
は
杜
甫
の
詩
を
熟
讃
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
詩
と
は
か
く
あ
る
ぺ
き
だ
と

い
う
信
念
が
深
ま
り
、
文
學
上
の
開
眼
が
出
來
た
と
云
え
よ
う
。

そ
し
て
、
社
會
的
關
心
の
面
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

元
積
が
、

杜
甫
に
屡
倒
さ
れ
驚
嘆
し
た
の
は
、
彼
が
元
和

八
年

(
八
一
三
)
に

作

っ
た

「
唐
の
故
工
部
員
外
郎
杜
君
墓
係
銘
井
び
に
序
」
に
、

終
始
を
鋪
陳
し
、
聲
韻
を
排
比
し
て
、
或
い
は
千
言
、
次
は
猫
ほ
数
百
、
欝
氣
豪
遭
に
而
て
風
調
清
深
、
屡
封
律
切
に
而
て
凡
近

う

を
睨
棄
せ
り
。

と
述
ぺ
る
よ
う
な
、
「秋
日
蔓
府
詠
懐

一
百
韻
」
詩
に
代
表
さ
れ
る
杜
甫
の
長
篇
排
律
作
家
と
し
て
の
側
面
に
あ

っ
た
ろ
う
。
そ
れ
故
、
・

元
積
は
開
元

.
天
賓
の
時
事
を
主
題
と
し
て
扱
い
つ
つ
、
そ
の
構
成

・
展
開
の
面
に
多
大
の
影
響
を
與
え
た
と
み
ら
れ
る
崔
顯
の

「
江

13◎



眸
老
人
愁
」
詩
の
よ
う
な
七
言
歌
行
膿

の
形
式
を
探
ら
ず
斗
百
韻
に
わ
た
る
五
言
排
律
に
よ

っ
て

『
曲
江
の
老
人

に
代
は
る
百
韻
」
と

09

い
う

一
大
亘
篇
を
ま
と
め
あ
げ
た
の
だ
ろ
う
。

五

從
來
、
元
積

の

「連
昌
宮
詞
」
は
、
白
居
易
の

「
長
恨
歌
」
と
並
ん
で
開
元

・
天
寳
の
時
事
を
詠
じ
た
作
品
の
隻
壁
と
さ
れ
な
が
ら

も
、
そ
の

一
方
で
、
こ
の

「連
昌
宮
詞
」
の
先
躍
作
品
た
る

「曲
江
の
老
人

に
代
は
る
百
韻
」
詩
が
論
じ
ら
れ
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

か

っ
た
。
作
品
の
完
成
度
と
い
う
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
た
し
か
に
後
者
は
遠
く
前
者
に
及
ば
な
い
も

の
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
け
れ

ど
も
、
開
元

・
天
寳
の
時
代
か
ら
安
史
の
齪
に
至
る
ま
で
の
時
代
相
を
総
括
的

に
取
り
上
げ
、
そ
れ
を
詩
作
品

の
中
に
織
り
込
ん
で
い

く
試
み
は
、

そ
の
時
代
を
生
き
抜
き
齪
離
の
盟
験
を
数

々
の
作
品
に
残
し
た
杜
甫
を
除
い
て

は
、

同
じ
く
安
史

の
齪
を
禮
験
し
た
李

白
、

高
適

(
七
〇
六
～
七
六
五
)
、

劉
長
卿

(
七

一
〇
?
～
七
八
五
?
)
等
の
詩
人
の
作
品
に
混
翫
し
た
社
會

の
様
子
が
ご
く

一
部
詠

ぜ
ら
れ
る
こ
と
は
あ

っ
て
如

元
積
が
年
僅
か
に
十
六
歳

に
し
て

「
曲
江
の
老
人
に
代
は
る
百
韻
」
詩
を
作
り
あ
げ
る
ま
で
は
、
そ
れ

自
腱
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
な
か

っ
た
か
、
さ
も
な
く
ば
取
り
上
げ
る
こ
と
の
出
來
な
か

っ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

,例
え
ば
、

玄
宗
の
侍
從
武
官
と
し
て
仕
え
た
経
歴
を

持

つ
章
懸
物

(七
三
六
～
?
)
に
は
、
「
温
泉
行
」
、

「
駆
山
行
」

等
の
作
品
が

残
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
作
品
の
根
抵
に
流
れ
て
い
る
の
は
、
輩
に
過
ぎ
去
り
し
玄
宗
朝

へ
の
甘
美
な
思
い
出
に
過
ぎ
な
い
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
る
し
、
も
と
よ
り
開
元

・
天
賓
時
代
を
網
髄
化
し
客
観
化
し
て
批
到
的
に
之
を
叙
述
す
る
と
い

っ
た
風
の
も
の
で

は
な

卸し

元
積
の

「代
曲
江
老
人
百
韻
」
詩
に
つ
い
て

(二
宮
俊
博
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更

に
言
え
ば
、

一
百
韻
に
わ
た
る
長
篇

の
排
律
形
式
も
、
こ
れ
を
杜
甫
が
開
拓
し
て
以
降
、
元
積
の
こ
の
詩
に
至
る
ま
で
、
つ
い
に

全
く
試
み
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
事
實
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
元
積
十
六
歳

の
時

の

「
曲
江
の
老

人
に
代
は
る
百
韻
」

詩
は
、
そ
の
後
の
名
作

「連
昌
宮
詞
」
や
、
鄭
隅
の

「
津
陽
門
詩
」
の
先
騙
を
な
し
た
作
品
と
い
う
に
と
ど
ま
ら
ず
、
も

っ
と
積
極
的

な
文
學
史
的
評
償
が
試
み
ら
れ
て
然
る
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
。

註

(
1
)
元
和
年
間

、
朝

廷
に
於

い
て
は
、
憲
宗
が
時

の
宰
相
に
し
ば
し

ば
開

元

・
天
賓
時
代

の
政

治

の
得
失

に
つ
い
て
、
之

を
質

し
て

い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
『李

相
國
論
事
集
』
巻
五
、

上
言
開

元

天
賓

事

の
條
、
及
び

『蕾
唐
書

』
巻

一
百
五
十
九
崔
群
傳
等

に

見

え
る
。

(
2
)
唐

人
の
詩

に
、
開
元

・
天
費

の
時

事
、
と
り
わ
け
玄
宗

・
楊
貴

妃

の
事

を
詠

し
た
作

品
が
多
く

み
ら
れ
る
こ
と

に

つ
い
て
、
陳

寅
格
氏

は

『
元
白
詩
箋
謹
稿
』

(
一
九
七

八
、
・上
海
古
籍
出
版

社
重
印
)
第

一
章
、

長
恨
歌

の
條
で
、

「
唐
人
寛

以
太
眞
遺
事

爲

一
通
常
練
習
詩

文
之
題
目
、

此
観
於
唐
人
詩

文
集

即
可
瞭

然
」
と
指
摘
し

て
い
る
が
、

こ
れ

は
、

お
お
む
ね
元
和
以
後

の

こ
と
に
周
す
る
よ
う
で
あ
る
。

(
3
)
歴
代

の

「
長
恨
歌
」
並
び

に

「連

昌
宮
詞
」

の
評
償
を

め
ぐ

っ

て
は
、

近
藤
春
雄
氏

の

『
長
恨
歌

・
琵
琶
行

の
研
究
』

(
一
九

八

一
、
明
治
書

院
刊
)

一
二

頁
～
二
八
頁
、
及
び
前

川
幸
雄

氏

「
『
連
昌
宮
詞
』
之

評
債

」
(
一
九

七
二
、
幅
井

工
業
、高
専
硯
究

・

紀
要
人
文

・
社
會
科
學
第

五
號

)
を
参
照

。
但

し
、
「
長
恨
歌
」

と

「
連
昌
宮
詞
」
と
を
並
置

し
、
規
諌

の
意

の
有
無
強
弱

に
よ

っ
て
之

に
優
劣

を

つ
け

る
從
來

の
評
債

の
仕
方

に
つ
い
て
は
、

當
然

批
剣
が
あ

る
。
こ
の
鮎

は
、
竹
村
則
行
氏

「
呉
偉
業

『
永

和
宮
詞
『

に
お
け

る
白
居
易

『
長
恨
歌
』
(
お
よ
び
元
積

『
連

昌
宮

詞
』
)
の
受
容
」

(
一
九

八
二
、

徳
島
大
学
教
養

部
紀

要

〈
人
文

・
社
會
科
學
〉

第
十
七
巻
)

に
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

(
4
)

一
九
五

八
、
幅
建

人
民
出
版
社
刊
。

(
5
)
前
掲
書
、
第

三
章
、
連
昌
宮
詞
の
條

に
よ
る
。
又
、
同
書

=

頁

に
も
、
同
様

の
見
解
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

(
6
)
テ
キ

ス
ト
は
、
、一全
唐
詩

に
接

り
、

適

宜
諸
本

を
参
照

し
た
o

又
、
後

に
文
章
を
引
く
場
合

は
全
唐
文

に
擦

り
、

こ
れ
も
諸
本

を
参
照

し
た
。
尚

、
テ
キ

ス
ト
に
つ
い
て
は
、
花
房
英
樹
氏
編

の

『
元
積
研
究
』

(
一
九

七
七
、

彙
文
堂
刊

)
に
詳
し

い
。

更

に
、
詩
文

の
制
作
年
代

に

つ
い

て

は
、

同
書
と

†
孝
萱
氏

の

『
元
積
年
譜
』

(
一
九

八
〇
、
齊
魯

書
社
刊
)
と
を
参
看
し
た
。

(
7
)
こ
の
間

の
事
情

は
、

吉
川
幸
次
郎

氏

『
杜
甫
私
記
』
(
一
九

八
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○
、
筑
摩
書

房
刊
)
先
天
元
年

の
條

に
詳

し
い
。

(
8
)
杜
甫
、
「憶
昔

」
詩
。

(
9
)
黒
川
洋

一
氏

「
中
唐

よ
り

北
宋
末

に
至
る

杜
甫

ρ

獲
見

に
つ

い
て
」
(
一
九
七
七
、

創
文
社

刊

『
杜
甫

の
研

究
』

所
牧

)
参

照
。

(
10
)
鈴
木
虎
雄
氏

『
支
那
文
學
研
究
』

(
大
正
十
四
年

、
弘
文
堂
刊
)

一
七

七
頁

。
・

(
11
)
崔
顎

の
進
士
及
第

は
、
開
元
十

一
年

で
あ

る
。
開
元

二
十

一
年

と
あ

る
の
は
、
恐

ら
く
誤
植

で
あ

ろ
う
。

(
12
)
崔
顯

の
生
卒
年

に
つ
い
て
は
、
今

し
ば

ら
く
課
優
學
氏

『
唐
詩

人
行
年
考
』
(
一
九

八

一
、

四
川
人
民
出
版
社
刊
)

の
説

に
從

う
o

(
13
)
第

三
十

二
句

の

「
今

年

一
百
五
」

を
鈴
木
氏

は
、

「
百
五
歳
」

と
解
繹
さ
れ

て
い
る
が
、

こ
こ
で
は
、

「
百
五
十
歳
」
と
す
る

の
が
正
し

い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
課
優
學
氏
前
掲
書
参

照
。

(
14
)

「
東
城
老
父
傳

」

の
作
者
を
陳
鴻
租
と
し
、
陳
鴻
と
は
別
人
で

あ
る
と
見

倣
す
説
も
あ

る
が
、

こ
こ
で
は
、
近
藤
春
雄

氏
並
び

に
王
夢
鴎

氏
の
見
解

に
從
う
。
近
藤
春
雄
氏

『
唐
代
小
説

の
硯

究
』
(
一
九
七
八
、

笠
間
書
院
刊

)

四

一
〇
頁
～
四

一
七
頁
、

ま
た
、

王
夢
鴎
氏

『
唐
代
小
説
研

究
四
集
』

(
一
九

七
八
、

藝

文

印
膚
館

刊
)
所
牧

「
東

城
老
父
傳
作
者
考
辮
」
参

照
。

(
15
)
因

み
に
言

え
ば
、
崔
顎

の

「
江
畔
老

人
愁
」
詩

に
限
ら
ず
唐
詩

の
中

に
は
、
劉
希
夷

の

「
洛
川
懐
古
」
詩
、
張
謂

の

「
代

北
州

老
人
答
」
詩
.等
、
老
人

に
己
れ

の
瞳
験
を
語
ら

せ
て
、
そ
れ

に

封
す

る
作
者

の
感
慨
を
以

て
最
後
を
結
ぶ
と

い

っ
た
構

成
を
持

つ
作
品
が
存
す

る
こ
と
も
勘
案
す

る
必
要
が
あ
ろ
う
。

王
夢
鴎
氏
前
掲
書
参
照

。

(
16
)
史
實

に
は
合
わ
な

い
が
、
康

耕

の

『
劇
談
録
』
巻
六
に
元
積
が

當
時
詩
名

の
高
か

っ
た
李

賀

の
も
と
を
訪
れ
た
際

、
明
経
出
身

の
故
に
馬
鹿

に
さ
れ

た
と

い
う
逸

話
が
あ

る
。

(
17
)
白

居
易

の

「
新
製
布
裏
」
詩
も

、
杜
甫

の
こ
の
詩

に
基
づ

い
て

い
る
。

(
18
)
例
え
ば
、
白
居
易

の

「
新
樂
府

」
五
十
首

の
う
ち
、
「
雨
朱
閣
」

詩

は

「
佛
寺

の
寝

や
く
多
き
を
刺

し
る
」

こ
と
を

テ
ー

マ
と

し

●

た
も

の
で
あ
る
し
、
「費
炭
翁

」
詩
は
、
「
宮
市

に
苦

し
む
」
民

人
の
爲

に
、

ま
た

「
杏
爲
梁

」

詩

は

「
居
塵

の
奢

る
を
刺
し

る
」
爲

に
作

ら
れ
て
い
る
。

(
19
)
元
積

が
七
言
歌
行
膿

で
う
た

っ
て
も

お
か
し
く
な

い
内
容
を
五

言
排
律

で
詠
し
て
み
た
の
は
、
そ

こ
に
彼

の
新
機
軸
を
打
ち
出

そ

う
と

し
た
意
欲
が
あ

っ
た
ろ
う

し
、
更

に
は
、
自
分

の
並

々

な
ら
ぬ
才
能

を
誇
示
す

る
気
持
も

あ

っ
た

で
あ

ろ
う
。

た
だ

し
、
後

の

「
連
昌
宮
詞
」
が
七
言

で
、
作
ら
れ
て
い
る

の
は
、

陳
寅
格
氏

の
い
う

「
新
樂
府
」
や

「
長
恨

歌
」
か
ら
の
影
響

で

あ
ろ
う
。

元
須
の

「代
曲
江
老
人
百
韻
」
詩
に
つ
い
て

(
二
宮
俊
博
)
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中
國
文
學
論
集

第
十

一
號

(
20
)
李
白
の

「経
齪
離
後
天
恩
流
夜
郎
憶
奮
遊
書
懐
賂
江
夏
章
太
守

艮
宰
」
詩
、
高
適
の
「酬
襲
員
外
以
詩
代
書
」
詩
、
劉
長
卿
の

「
至
徳
三
年
春
正
月
時
謬
蒙
差
擾
海
監
令
聞
王
師
牧
二
京
因
書

事
寄
上
漸
西
節
度
李
侍
郎
中
丞
行
螢
五
十
韻
」
詩
等
。

(
21
)
こ
の
こ
Z
は
、
深
澤
一
幸
氏
「章
慮
物
の
歌
行
」
(
一
九
七
四
、

中
國
文
學
報
第

二
十
四
冊
)
に
言
及

さ
れ

て
い
る
。

(
付
記

)
こ
の
小
稿

は
、

一
九

八

一
年
十

二
月
十

二
日
、
椙

山

女
學
園
大
學

で
行
な
わ
れ
た
第
十

二
同
東
海
中
國
學
談
話
會

で

の
研
究
獲
表
を
ま
と
め
た
も

の
で
あ
る
。

(
一
九
八
二
、

七

・

二
七
)
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